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NY マーケットレポート（2019 年 5 月 30 日） 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、トランプ米大統領が中国との交渉は上手くいっていると発言したことを受けて、米中貿易摩擦

激化への懸念が和らぎ、ドル円・クロス円は堅調な動きとなり、ドル/円は 109.92 まで上昇、1 週間ぶりの

高値を付けた。その後、クラリダ FRB 副議長が、金融政策を調整する可能性に言及するなど、ハト派的な発

言をしたことや、米国債利回りが低下したこと、さらにペンス副大統領が、「米国は必要なら対中関税を倍以

上にできる」と発言したことを受けて、ドル売りが強まり、ドル/円は一時 109.48 まで下落した。 

 

主要な米経済指標結果 

1Q GDP（前期比年率） 3.1％（予想 3.0％・前回 3.2％） 

1Q 個人消費（前期比） 1.3％（予想 1.2％・前回 1.2％） 

1-3月期の米 GDP改定値は、速報値から下方修正された。個人消費は速報値から若干上方修正されたものの、

設備投資や住宅投資が下方修正されたことが影響した。GDP の約 7 割を占める個人消費は+1.3％（速報値

+1.2％）と上方修正されたが、設備投資が+2.3％（+2.7％）、住宅投資が-3.5％（-2.8％）と下方修正された。

また、輸出は+4.8％（+3.7％）、輸入は-2.5％（-3.7％）。FRBが物価の目安とする個人消費支出（PCE）物価

指数は、前年比+1.4％となり、FRBの目標である 2％を大きく下回った。 

 

データを基に SBILMが作成 
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新規失業保険申請件数 21.5 万件（予想 21.4万件・前回 21.1万件⇒21.2万件） 

失業保険継続受給者数 165.7 万人（予想 166.2万人・前回 167.6 万人⇒168.3 万人） 

米失業保険申請件数は、前週比+0.3 万件となり、市場予想を若干上回った。労働市場の流れをより正確に反

映するとされる申請件数の 4 週移動平均は、前週比-3750 件の 21 万 6750 件。また、集計が 1 週遅れる失業

保険継続受給者数は、前週比-2.6 万人の 165.7 万人となった。受給者数の 4 週移動平均は、前週比-3500 人

の 167万 2500人だった。  

 

データを基に SBILMが作成 

 

4 月中古住宅販売仮契約（前月比） -1.5％（予想 0.5％・前回 3.8％⇒3.9％） 

4 月中古住宅販売仮契約（前年比） 0.4％（予想 -0.2％・前回 -3.2％⇒-3.1％） 

4 月の米中古住宅仮契約は、前月比が市場予想を下回り、昨年 12月以来のマイナス幅となった。地域別では、

南部が-2.5％（4.4％）、北東部が-1.8％（前月-1.7％）、西部が-1.8％（8.8％）と低下したが、中西部は+1.3％

（+2.6％）とプラスを維持した。仮契約は、通常 1-2 ヵ月以内に本契約に移行することから、仮契約は中古

住宅市場の先行指数とされている。 
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米主要株価指数は反発、ダウ平均株価 3 営業日ぶりに反発 

米株式市場は、ダウ平均株価が前日に約 3 ヵ月半ぶりの安値を付けるなど、前日までの下落に対する反動か

ら、主要株価指数は序盤から買い戻しが先行した。ただ、米中貿易摩擦に対する懸念が根強い中、米副大統

領が必要なら対中関税を倍以上に引き上げると発言したことから、主要株価指数は一時マイナス圏まで下落

する場面もあった。しかし、終盤にかけては再び堅調な動きとなり、小幅反発となった。ダウ平均株価は、

序盤から堅調な動きとなり、前日比 92 ドル高まで上昇した。その後、一時 59 ドル安まで下落する場面もあ

ったが、結局 43 ドル高で終了し、3 営業日ぶりに反発となった。一方、ハイテク株中心のナスダックは 20

ポイント高で終了した。 
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ドル円は一時 109.92 まで上昇も、その後は失速 

トランプ米大統領が中国との交渉は上手くいっているとの発言や、ボルトン米大統領補佐官が米国はファー

ウェイについて最終決定を下したわけではないとの発言を受けて、米中貿易摩擦激化への懸念が和らぎ、ド

ル円・クロス円は堅調な動きとなり、ドル/円は 109.92 まで上昇し、1 週間ぶりの高値を付けた。一方、イ

タリアのサルビーニ副首相が、優先政策が果たせない場合には、連立政権離脱も辞さないと発言したことが

影響し、ユーロは序盤に対ドルで 1 週間ぶりの安値まで下落したこともドルの下支え要因となった。その後、

クラリダ FRB 副議長が、金融政策を調整する可能性に言及するなど、ハト派的な発言をしたことに加え、原

油価格の急落や米 10 年債利回りが 2.2745％から 2.2098％まで低下したことが影響し、ドルは軟調な動きと

なった。さらに、ペンス米副大統領が、米国は必要なら対中関税を倍以上にできると発言したことからドル

売りが強まり、ドル/円は一時 109.48 まで下落した。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


